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第
１　
は
じ
め
に

１　医
療
機
関
は
診
療
録
を
は
じ
め
、
特
定
の
患
者
個
人

を
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
情
報
（
個
人
情
報
）
を
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
に
入
力
し
た
り
、
五
十
音
順
に
整
理
分
類
し

て
容
易
に
検
索
で
き
る
状
態
で
保
管
し
て
い
ま
す
（
検

索
可
能
な
状
態
で
保
管
し
て
い
る
個
人
情
報
を
「
個
人

デ
ー
タ
」
と
い
い
ま
す
。
個
人
情
報
保
護
法
（
以
下
「
法
」

と
い
い
ま
す
）
は
個
人
デ
ー
タ
の
第
三
者
へ
の
提
供
に
は

予
め
患
者
本
人
の
同
意
を
得
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
ま

す
。２　し

か
し
、
診
療
に
あ
た
り
、
個
人
デ
ー
タ
の
利
用
に

つ
い
て
一
々
患
者
の
同
意
を
求
め
る
こ
と
は
煩
雑
な
の

で
、
個
人
情
報
の
利
用
目
的
を
院
内
に
掲
示
し
て
お
け
ば
、
患
者

か
ら
明
確
な
反
対
の
意
思
が
表
明
さ
れ
な
い
か
ぎ
り
、
患
者
は
個

人
デ
ー
タ
の
利
用
に
つ
い
て
、
診
療
に
必
要
な
範
囲
で
包
括
的
な
同

意
を
し
て
い
る
も
の
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
ま
す
。

第
２　
医
療
情
報
の

　
　
　
第
三
者
提
供
の
許
否

１　

患
者
の
同
意
な
く
患
者
の
病
状
等
を

　
　

家
族
等
に
説
明
す
る
こ
と

⑴
個
人
情
報
の
利
用
目
的
と
し
て
、「
患
者
に
提
供
す
る
医
療

サ
ー
ビ
ス
」
と
か
「
家
族
等
へ
の
病
状
説
明
」
を
院
内
掲
示

し
て
お
け
ば
、
患
者
か
ら
特
段
の
申
出
が
な
い
限
り
、
患
者

の
同
意
が
な
く
と
も
家
族
等
へ
の
病
状
説
明
は
許
さ
れ
ま
す
。

⑵
ま
た
、
法
23
条
１
項
２
号
は
「
人
の
生
命
、
身
体
又
は
財
産

の
保
護
の
た
め
に
必
要
が
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
、
本
人
の
同

意
を
得
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
き
」
は
本
人
の
同
意
な
く

個
人
デ
ー
タ
を
第
三
者
に
提
供
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
の

で
、
医
師
が
治
療
上
必
要
で
あ
る
と
判
断
す
る
場
合
に
は
、

本
人
の
同
意
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
家
族
等
に
説
明
す
る

こ
と
が
許
さ
れ
ま
す
。
た
と
え
ば
、
意
識
不
明
の
患
者
や
重

度
の
認
知
症
の
患
者
の
病
状
を
家
族
に
説
明
す
る
場
合
に
は

本
人
の
同
意
は
不
要
で
す
。
ま
た
、
患
者
に
診
断
内
容
を
告

知
す
る
こ
と
が
患
者
本
人
に
重
大
な
心
理
的
影
響
を
与
え
る

お
そ
れ
の
あ
る
場
合
は
本
人
に
説
明
す
る
前
に
（
本
人
の
同
意

な
く
）
家
族
へ
説
明
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

⑶
逆
に
、
患
者
本
人
か
ら
、
家
族
に
病
状
を
知
ら
せ
な
い
で
欲

し
い
と
い
う
申
し
出
が
あ
っ
た
場
合
（
た
と
え
ば
、
未
成
年
の
患

者
か
ら
、
妊
娠
、
薬
物
の
乱
用
、
自
殺
未
遂
等
に
関
し
て
親
に
秘
密

に
し
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
た
場
合
）
は
患
者
の
意
思
が
尊
重
さ
れ

る
べ
き
で
す
が
、
本
人
の
傷
病
の
治
療
や
回
復
、
再
発
防
止

な
ど
に
必
要
で
あ
る
と
医
師
が
判
断
す
れ
ば
、
法
23
条
１
項

２
号
に
よ
り
本
人
の
意
思
に
反
し
て
も
、
家
族
に
説
明
す
る

こ
と
が
許
さ
れ
ま
す
。 

２　

弁
護
士
会
を
通
じ
て
、
弁
護
士
か
ら

　
　

患
者
に
関
す
る
照
会
が
あ
っ
た
場
合

法
23
条
１
項
１
号
は
「
法
令
に
基
づ
く
場
合
」
に
本
人
の
同
意

は
不
要
と
し
て
お
り
、
弁
護
士
法
23
条
の
２
に
も
と
づ
く
弁
護
士

会
か
ら
の
照
会
に
対
し
て
、
本
人
の
同
意
を
得
ず
に
回
答
し
て
も

違
法
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
照
会
事
項
に
よ
っ
て
は
、
後
に

患
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
る
の
を
防
ぐ
た
め
に
患
者
の
同
意
を
得

る
（
あ
る
い
は
患
者
の
同
意
書
の
提
出
を
求
め
る
）
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

３　

民
間
保
険
会
社
か
ら
患
者
の
治
療
結
果
等

　
　

に
関
す
る
照
会
が
あ
っ
た
場
合

原
則
ど
お
り
、
本
人
の
同
意
な
く
し
て
個
人
情
報
を
保
険
会
社

に
提
供
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、通
常
、保
険
会
社
は
照
会
に
際
し
て
、本
人
の「
同
意
書
」

を
添
付
し
て
い
ま
す
が
、
本
人
が
同
意
書
の
趣
旨
を
十
分
理
解
し
て

い
な
か
っ
た
り
、
同
意
書
に
署
名
し
た
後
、
考
え
が
変
わ
っ
て
い
る

場
合
も
あ
る
の
で
、
本
人
の
「
同
意
書
」
が
添
付
さ
れ
て
い
る
場
合

で
も
医
師
は
、
提
供
す
る
個
人
デ
ー
タ
の
範
囲
等
、
当
該
同
意
書

の
内
容
に
つ
い
て
本
人
の
意
思
を
確
認
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

４　

職
場
か
ら
の
照
会

⑴
た
と
え
ば
、
傷
病
に
よ
り
休
職
し
て
い
る
労
働
者
に
つ
い
て
、

職
場
の
上
司
等
か
ら
、
そ
の
病
状
や
職
場
復
帰
の
見
込
み
に

関
す
る
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
場
合
、
患
者
の
同
意
を
得
ず

に
回
答
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

⑵
た
だ
し
、
定
期
健
康
診
断
の
結
果
に
つ
い
て
は
労
働
安
全
衛

生
法
に
も
と
づ
き
、
労
働
者
本
人
の
同
意
な
く
と
も
医
療
機

関
は
事
業
者
に
健
康
診
断
の
結
果
を
知
ら
せ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

⑶
２
０
１
５
年
12
月
か
ら
職
場
の
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
が

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
検
査
結
果
は
、
本
人
の
同
意

な
く
事
業
者
に
知
ら
せ
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
た

だ
し
、
検
査
の
結
果
、
ス
ト
レ
ス
が
高
い
と
判
定
さ
れ
た
労

働
者
か
ら
の
申
出
に
も
と
づ
き
医
師
が
面
接
指
導
を
し
た
と

き
は
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
当
該
労
働
者
の
同
意
が
な

く
と
も
事
業
者
に
知
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

５　

警
察
や
検
察
等
の
捜
査
機
関
か
ら
の

　
　

照
会
や
事
情
聴
取

刑
事
訴
訟
法
で
は
警
察
や
検
察
等
の
捜
査
機
関
に
「
捜
査
に
つ

い
て
は
、
公
務
所
又
は
公
私
の
団
体
に
照
会
し
て
必
要
な
事
項
の

報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
」
権
限
を
与
え
て
お
り
、
強
制
捜

査
の
場
合
は
も
ち
ろ
ん
、
任
意
捜
査
の
場
合
で
も
、
捜
査
機
関
の

照
会
に
対
し
て
患
者
の
同
意
を
得
な
い
ま
ま
回
答
し
て
も
違
法
に

は
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
任
意
捜
査
の
場
合
は
、
後
に
患
者
と

の
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
る
の
を
防
ぐ
た
め
に
同
意
を
得
た
方
が
よ
い
で

し
ょ
う
。 

６　

遺
族
に
対
す
る
説
明

個
人
情
報
保
護
法
の
対
象
と
な
る
の
は
、
生
存
す
る
個
人
に
関

す
る
情
報
だ
け
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
患
者
の
死
亡
に
至
る
ま
で
の

診
療
経
過
、
死
亡
原
因
等
に
つ
い
て
の
診
療
情
報
を
遺
族
に
提
供

す
る
こ
と
は
個
人
情
報
保
護
法
に
は
触
れ
ま
せ
ん
。

７　

個
人
情
報
の
患
者
へ
の
開
示

⑴
医
師
は
、
患
者
か
ら
診
療
録
等
の
個
人
デ
ー
タ
の
開
示
を
求

め
ら
れ
た
場
合
、
患
者
に
閲
覧
さ
せ
た
り
、
写
し
を
交
付
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
（
法
25
条
１
項
）。

　
　
な
お
、
患
者
が
自
由
に
開
示
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
開
示
を
求
め
る
理
由
を
開
示
請
求
書
に
記
載
さ
せ
る
な

ど
し
て
質
す
こ
と
は
不
適
切
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑵
診
療
録
等
を
開
示
す
る
場
合
に
は
手
数
料
の
徴
収
が
可
能
で

す
が
、
そ
の
金
額
は
実
費
を
勘
案
し
て
合
理
的
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
範
囲
内
の
額
と
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん（
法
30
条
）。

⑶
た
だ
し
、
診
療
録
等
を
開
示
す
る
こ
と
が
、
本
人
又
は
第
三

者
の
生
命
、
身
体
、
財
産
そ
の
他
の
権
利
利
益
を
害
す
る
お

そ
れ
が
あ
る
（
法
25
条
２
項
１
号
）
と
か
、
当
該
医
療
機
関
の

業
務
の
適
正
な
実
施
に
著
し
い
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ

る
（
法
25
条
２
項
２
号
）
場
合
等
に
は
開
示
し
な
く
と
も
か
ま

い
ま
せ
ん
。 

⑷
た
と
え
ば
、
患
者
の
状
況
に
つ
い
て
家
族
が
医
師
に
情
報
提

供
し
て
い
る
場
合
に
、
患
者
に
診
療
記
録
等
を
開
示
す
る
こ

と
に
よ
り
、
家
族
が
情
報
提
供
を
し
た
こ
と
や
そ
の
内
容
が

患
者
に
知
ら
れ
、
患
者
と
家
族
と
の
人
間
関
係
が
悪
化
す
る

お
そ
れ
が
あ
る
場
合
や
症
状
や
予
後
、
治
療
経
過
等
に
つ
い

て
患
者
に
対
し
て
十
分
な
説
明
を
し
た
と
し
て
も
、
患
者
本

人
に
重
大
な
心
理
的
影
響
を
与
え
、
そ
の
後
の
治
療
効
果
等

に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
、
法
25
条
２
項

１
号
に
該
当
し
、
開
示
を
し
な
く
て
も
よ
い
場
合
に
あ
た
り

ま
す
。 

個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
社
会
的
意
識
が
高
ま

る
な
か
、
診
療
録
や
処
方
せ
ん
、
手
術
記
録
、
看
護
記
録
、

エ
ッ
ク
ス
線
写
真
、
紹
介
状
な
ど
、
患
者
に
関
す
る
様
々

な
情
報
を
保
有
す
る
医
療
機
関
も
、
個
人
情
報
の
日
常
管

理
と
取
り
扱
い
に
お
い
て
慎
重
さ
が
求
め
ら
れ
る
。
患
者

が
交
通
事
故
や
労
働
災
害
、
そ
の
他
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
に
遭

遇
し
た
場
合
、
保
険
会
社
や
弁
護
士
、
裁
判
所
、
警
察
な

ど
の
第
三
者
か
ら
、
患
者
カ
ル
テ
の
開
示
や
傷
病
名
、
治

療
内
容
な
ど
の
情
報
提
供
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

医
療
機
関
の
管
理
者
は
、
個
人
情
報
の
提
供
・
照
会
の
問

い
合
わ
せ
に
、「
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
」
や
「
医

療
・
介
護
関
係
事
業
者
に
お
け
る
個
人
情
報
の
適
切
な
取

扱
い
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
沿
っ
て
対
応
す
る
必

要
が
あ
る
が
、実
際
に
は
ど
う
判
断
し
て
よ
い
か
迷
う
ケ
ー

ス
も
多
い
。
今
回
、
第
三
者
提
供
を
中
心
と
し
た
医
療
情

報
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、
神
戸
あ
じ
さ
い
法
律
事
務
所

の
増
田
正
幸
弁
護
士
に
寄
稿
い
た
だ
い
た
。
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１　
は
じ
め
に

口
唇
裂
口
蓋
裂
は
、
家
族
歴
に
問
題
の
な
い
家
庭
で
、
出
生

約
５
０
０
人
に
１
人
の
割
合
で
発
生
し
て
い
る
。
発
生
頻
度
の

高
い
、
先
天
異
常
と
言
え
る
。
た
だ
、
家
族
歴
に
本
疾
患
が
見

ら
れ
る
家
庭
で
は
、
約
30
人
に
１
人
の
発
症
が
認
め
ら
れ
る
と

報
告
さ
れ
て
い
て
、
こ
の
疾
患
の
原
因
に
つ
い
て
は
、
遺
伝
素

因
と
環
境
素
因
が
複
合
的
に
関
与
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
人
種
的
に
も
発
生
頻
度
に
差
が
見
ら
れ
、
極
東
ア
ジ
ア
の

黄
色
人
種
に
多
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。

口
唇
裂
口
蓋
裂
の
異
常
は
、
外
見
的
な
形
態
異
常
は
元
よ
り
、

構
音
器
官
で
あ
る
鼻
腔
、
口
腔
、
鼻
咽
腔
の
形
態
的
お
よ
び
機

能
的
異
常
に
よ
る
構
音
異
常
が
み
ら
れ
る
。さ
ら
に
、哺
乳
障
害
、

咀
嚼
機
能
障
害
、
鼻
呼
吸
障
害
、
耳
管
機
能
障
害
が
み
ら
れ
る

こ
と
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
多
面
に
わ
た
る
障
害
を
適
切
に
治

療
し
な
い
と
、
満
足
の
い
く
結
果
に
至
ら
な
い
。
た
だ
、
治
療
法

に
つ
い
て
は
、
近
年
、
手
術
法
の
改
善
、
麻
酔
法
の
進
歩
や
、
縫

合
材
料
の
進
歩
と
相
ま
っ
て
、
適
切
な
時
期
に
適
切
な
治
療
が

行
わ
れ
れ
ば
、
外
見
的
形
態
や
言
語
機
能
も
き
ち
ん
と
治
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。
今
回
は
、本
疾
患
の
治
療１

の
概
要
を
述
べ
る
。

２　
出
生
時
の
対
応

最
近
は
、
胎
児
期
の
超
音
波
診
断
が
進
歩
し
、
胎
児
期
に
口

唇
裂
の
診
断
が
つ
く
こ
と
が
あ
る
。
母
親
が
、
胎
児
期
に
し
ろ

出
生
時
に
し
ろ
、
自
分
の
子
供
の
異
常
を
知
っ
た
時
の
、
シ
ョ
ッ

ク
は
激
し
く
大
き
く
、
適
切
な
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
が
必
要
で
あ

る
。
こ
の
時
に
、
最
も
効
果
的
な
の
は
、
治
療
経
験
豊
か
な
専

門
医
療
関
係
者
（
形
成
外
科
医
、
口
腔
外
科
医
、
矯
正
歯
科
医
、
言
語

聴
覚
士
な
ど
）
が
、
治
療
の
内
容
と
そ
の
結
果
に
つ
い
て
正
し
く

説
明
す
る
こ
と
が
最
良
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
と
な
る
。
最
初
の

シ
ョ
ッ
ク
を
乗
り
越
え
、
治
療
を
前
向
き
に
受
け
入
れ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
、
治
療
が
始
ま
る
。
最
初
の
治
療
は
、

哺
乳
指
導
で
あ
る
。 

３　
哺
乳
指
導

口
唇
裂
で
は
、
母
親
の
乳
首
を
口
に
ふ
く
む
こ
と
が
難
し
い
、

口
蓋
裂
で
は
、
母
乳
を
吸
い
に
く
く
、
吸
っ
て
も
鼻
か
ら
漏
出

す
る
。
そ
の
た
め
に
、
口
蓋
裂
用
の
哺
乳
壜
や
乳
首
が
あ
る
。

ま
た
、
専
門
の
矯
正
歯
科
医
に
、
裂
の
部
分
を
閉
鎖
す
る
補
装

具
（
ホ
ッ
ツ
床
な
ど
）
を
作
っ
て
も
ら
い
使
用
す
る
こ
と
も
効
果
的

で
あ
る
。
こ
の
補
装
具
は
、
口
蓋
裂
手
術
に
向
け
て
の
術
前
矯

正
装
置
と
し
て
の
意
味
も
あ
る
。
一
般
的
に
、
成
長
に
支
障
な

い
哺
乳
量
が
維
持
で
き
る
。
口
か
ら
の
哺
乳
は
、
舌
の
使
い
方

の
習
得
な
ど
に
よ
り
、
そ
の
後
の
上
顎
発
育
や
構
音
動
作
獲
得

に
大
き
く
影
響
を
与
え
る
。

４　
口
唇
裂
形
成
手
術

一
般
的
に
は
、
生
後
３
か
月
頃
、
体
重
が
５kg
以
上
と
な
っ

た
と
こ
ろ
で
、
口
唇
裂
の
手
術
を
行
う
。
こ
の
時
期
に
手
術
を

行
う
理
由
は
、
顔
の
造
作
が
は
っ
き
り
し
、
大
き
く
な
り
、
手

術
操
作
が
容
易
に
な
り
、
手
術
結
果
が
良
い
と
考
え
ら
れ
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。（
写
真
１
、２
）

５　
口
蓋
裂
形
成
手
術

口
蓋
裂
手
術
は
、
１
歳
か
ら
２
歳
、
体
重
10 kg
程
度
を
目
安

に
行
う
。
手
術
に
際
し
、
硬
口
蓋
の
骨
面
に
対
す
る
手
術
操
作

が
上
顎
の
発
育
を
抑
制
す
る
と
い
う
理
由
か
ら
、
手
術
時
期
は

遅
い
方
が
良
い
と
い
う
考
え
と
、
発
語
前
に
は
、
口
腔
か
ら
咽

頭
の
構
音
器
官
の
形
態
異
常
を
直
し
て
異
常
構
音
の
発
現
を
防

止
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
喃
語
を
発
語
し
始
め
た
ら
、
口
蓋

裂
形
成
手
術
の
時
期
を
決
め
る
。
結
果
、
手
術
時
期
が
、
１
歳

か
ら
２
歳
頃
に
、
決
め
ら
れ
る
。
手
術
に
よ
り
、
硬
口
蓋
裂
は

閉
鎖
さ
れ
、
顎

裂
部
（
歯
茎
）
周

辺
を
除
き
、
口

腔
と
鼻
腔
の
交

通
は
遮
断
さ

れ
、咀
嚼
機
能
・

嚥
下
機
能
・
口

腔
内
構
音
操
作

が
改
善
す
る
。

ま
た
、
軟
口
蓋

裂
の
閉
鎖
に
よ

り
、
鼻
咽
腔

閉
鎖
が
可
能
に

な
り
、
言
語
明

瞭
度
は
良
く
な

り
、
嚥
下
機
能

も
良
く
な
る
。

６　
歯
の
問
題
や
言
語
発
達
に
つ
い
て

言
葉
は
、
喃
語
か
ら
始
ま
り
、
つ
い
で
、「
パ
行
」
で
代
表
さ

れ
る
口
唇
破
裂
音
が
表
出
す
る
。「
サ
行
」
摩
擦
音
の
正
し
い
構

音
は
、
歯
列
の
問
題
も
あ
り
、
幼
稚
園
年
長
児
頃
ま
で
待
た
な

い
と
い
け
な
い
。
口
唇
裂
口
蓋
裂
形
成
手
術
後
、
90
％
程
度
の

子
ど
も
は
正
常
な
言
語
を
身
に
付
け
る
が
、
顎
裂
や
前
部
口
蓋

瘻
孔
の
残
存
、
歯
列
の
不
正
、
鼻
咽
腔
閉
鎖
機
能
不
全
等
が
残

存
す
る
と
、
異
常
構
音
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
放
置
さ
れ

た
異
常
構
音
の
治
療
は
難
治
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
言
語
発
達

と
構
音
の
状
況
を
観
察
し
、
異
常
構
音
と
診
断
さ
れ
た
場
合
、

早
期
に
治
療
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
言
語
聴
覚
士
に
よ
る
観

察
診
断
が
重
要
な
意
味
を
持
つ
所
以
で
あ
る
。
ま
た
、
言
語
聴

覚
士
は
、
様
々
な
悩
み
を
持
つ
患
児
の
母
親
の
身
近
な
相
談
相

手
で
あ
り
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
な
る
。
患
者
に
寄
り
添
う
言
語
聴

覚
士
の
存
在
は
、
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
哺
乳
、
口
蓋
裂
部
補
装
具
、
歯
の
萌
出
な
ど
、
早
期
か

ら
、矯
正
歯
科
医
に
よ
る
関
わ
り
が
必
須
で
、歯
列
、顎
裂
、咬
合
、

咀
嚼
の
問
題
等
、長
期
に
わ
た
る
矯
正
歯
科
治
療
が
必
要
で
あ
る
。

７　
鼻
や
口
唇
の
修
正
手
術

口
唇
裂
で
は
、
鼻
の
変
形
を
伴
う
こ
と
が
多
い
。
鼻
は
鼻
骨

な
ど
の
骨
組
織
と
鼻
翼
軟
骨
や
鼻
中
隔
軟
骨
な
ど
の
軟
骨
組
織

で
形
が
決
ま
る
。
骨
に
し
ろ
軟
骨
に
し
ろ
、
思
春
期
に
著
し
い

成
長
を
見
せ
る
の
で
、
思
春
期
前
に
、
硬
組
織
に
操
作
が
及
ぶ

積
極
的
な
形
成
手
術
は
避
け
た
方
が
良
い
。
た
だ
、
変
形
が
強

い
場
合
に
、
周
囲
の
軟
部
組
織
の
操
作
だ
け
で
、
変
形
を
修
正

す
る
こ
と
に
は
異
論
が
な
い
。
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
は
、

小
学
校
入
学
前
に
、
軟
骨
を
ひ
ど
く
傷
つ
け
な
い
よ
う
な
手
術

操
作
の
鼻
形
成
を
行
い
、
成
長
が
一
段
落
す
る
、
中
学
生
以
降

に
本
格
的
に
硬
組
織
の
形
成
を
伴
う
手
術
を
行
う
。

８　
お
わ
り
に

口
唇
裂
口
蓋
裂
治
療
に
は
、
形
成
外
科
医
、
歯
科
口
腔
外
科

医
、
矯
正
歯
科
医
、
耳
鼻
科
医
、
言
語
療
法
士
の
チ
ー
ム
医
療

が
必
要
で
あ
る
。
各
専
門
領
域
を
越
え
た
長
期
に
わ
た
る
柔
軟

な
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
、
患
者
さ
ん
に
福
音
と
な
る
。

口
唇
裂
口
蓋
裂
の
患
者
さ
ん
は
、
終
生
、
外
見
的
異
常
と
構

音
の
不
自
然
さ
か
ら
来
る
精
神
的
苦
痛
で
苦
し
む
。
そ
の
精
神

的
苦
痛
を
緩
和
で
き
る
の
は
、
良
好
な
手
術
成
績
で
あ
る
の
は

言
う
ま
で
も
な
い
が
、
一
番
大
事
な
こ
と
は
、
患
者
さ
ん
に
接

す
る
医
療
従
事
者
の
態
度
で
あ
り
、
心
の
触
れ
あ
い
で
あ
る
と

感
じ
て
い
る
。
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２
０
１
５
年
に
、姫
路
市
飾
磨
区
で
親
と
こ
ど
も
の
ク
リ
ニ
ッ
ク

ohana 

を
開
業
さ
れ
た
松
本
享
先
生
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
─
開
業
に
至
る
経
緯
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

私
は
大
学
を
2
回
出
て
い
ま
す
。
も
と
も
と
は
北
海
道
大

学
の
大
学
院
で
Ｄ
Ｎ
Ａ
な
ど
の
研
究
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

将
来
に
つ
い
て
悩
ん
だ
と
き
に
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
働
き
、

成
長
を
見
守
る
医
師
に
な
ろ
う
と
思
い
、
岡
山
大
学
に
編
入

し
ま
し
た
。
大
学
で
小
児
科
の
開
業
医
が
中
心
と
な
っ
て
い

る
外
来
小
児
科
学
会
の
活
動
に
参
加
し
、
地
域
に
根
ざ
す
開

業
医
は
い
い
な
と
感
じ
、
そ
の
頃
か
ら
開
業
を
視
野
に
入
れ

て
い
ま
し
た
。

─
当
初
か
ら
開
業
を
視
野
に
入
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た

　
　
の
で
す
ね
。

は
い
。
初
期
研
修
の
2
年
間
は
宇
治
徳
州
会
病
院
で
救
急
医

と
し
て
、
後
期
研
修
の
3
年
間
は
川
崎
市
立
多
摩
病
院
で
内
科

医
（
家
庭
医
）
と
し
て
の
研
修
を
積
み
ま

し
た
。
そ
の
後
加
古
川
西
市
民
病
院
で
小

児
科
医
と
し
て
働
き
、
開
業
に
至
り
ま
す
。

開
業
は
、
勤
務
医
と
し
て
の
経
験
を
長
年

積
み
重
ね
て
か
ら
、
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
最
近
の
家
庭
医
を

志
す
先
生
は
、
早
め
に
開
業
さ
れ
た
り
、

雇
わ
れ
で
院
長
に
な
る
こ
と
も
あ
る
の
で

め
ず
ら
し
く
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
む
し

ろ
開
業
し
て
、
外
来
で
診
療
を
始
め
て
か

ら
が
ス
タ
ー
ト
と
い
う
感
覚
が
あ
り
ま
す
。

こ
ち
ら
に
来
て
小
児
科
医
と
し
て
働
き
始

め
た
当
初
か
ら
開
業
予
定
で
あ
る
こ
と
を

病
院
に
も
伝
え
て
い
ま
し
た
。
同
時
に
開

業
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、

学
区
内
に
小
児
科
の
医
院
が
な
く
て
、
土

地
も
広
い
、
希
望
に
合
っ
た
物
件
を
紹
介

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

─
医
院
名
の
「ohana

」
の
デ
ザ
イ
ン

　
　
が
素
敵
で
す
ね
。

「ohana

」
は
ハ
ワ
イ
語
で
「
家
族
」
や
、「
絆
」

と
い
っ
た
意
味
で
す
。
妻
の
ア
イ
デ
ア
な
ん
で
す

が
、
何
か
愛
称
に
な
る
も
の
が
あ
る
と
良
い
だ
ろ

う
と
考
え
て
く
れ
ま
し
た
。
た
ま
に
耳
鼻
科
と
間

違
え
ら
れ
る
ん
で
す
け
ど
ね（
笑
）。
デ
ザ
イ
ン
は
、

子
ど
も
が
通
っ
て
い
る
保
育
園
の
お
父
さ
ん
同
士

の
繋
が
り
で
、
た
ま
た
ま
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
り
、
医
院
の
ロ
ゴ
デ
ザ
イ
ン
を

お
願
い
し
ま
し
た
。
か
な
り
気
に
入
っ
て
い
ま
し
て
、
医
院
の

内
装
を
こ
れ
に
合
わ
せ
て
決
め
た
部
分
も
あ
り
ま
す
。

─
保
険
医
協
会
に
ご
入
会
の
き
っ
か
け
は
？

保
険
医
協
会
に
は
勤
務
医
時
代
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い

ま
す
。
同
僚
の
先
生
や
義
父
も
歯
科
会
員
な
の
で
、
協
会
の
医

師
賠
償
責
任
保
険
や
共
済
制
度
の
こ
と
を
聞
い
て
入
会
し
ま
し

た
。
生
命
保
険
に
つ
い
て
詳
し
く
な
か
っ
た
の
で
す
が
メ
リ
ッ

ト
や
デ
メ
リ
ッ
ト
を
的
確
に
ご
説
明
い
た
だ
き
、
あ
り
が
た

か
っ
た
で
す
。
新
規
個
別
指
導
の
と
き
は
、
事
務
局
の
方
に
事

前
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
て
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

─
勤
務
医
の
頃
と
の
違
い
は
ど
ん
な
と
き
に

　
　
感
じ
ら
れ
ま
す
か
？

小
児
科
医
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
と
き
か
ら
、
お
子
さ
ん

を
連
れ
て
き
た
お
母
さ
ん
の
調
子
も
悪
そ
う
な
こ
と
が
気
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
開
業
し
て
、
お
母
さ
ん
に
も
「
体
調
は

ど
う
で
す
か
？
」
と
お
声
が
け
し
て
、
ご
家
族
も
含
め
て
診

察
で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
自
分
が
目
指
す
医
療
を
提
供

で
き
て
い
る
の
で
や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
。
仕
事
は
忙
し
い

で
す
が
、
患
者
さ
ん
も
徐
々
に
増
え
て
経
営
面
は
順
調
で
す
。

た
だ
、
先
輩
の
開
業
医
か
ら
の
助
言
通
り
、
ス
タ
ッ
フ
の
雇

用
や
医
院
の
運
営
が
難
し
い
と
感
じ
ま
す
。
勤
務
医
時
代
を

振
り
か
え
っ
て
み
て
も
、
私
は
ス
タ
ッ
フ
と
揉
め
た
り
す
る

事
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
開
業
す
る
と
、
医
師
と
し
て
の

立
場
だ
け
で
は
な
く
医
院
の
経
営
者
・
全
体
の
監
督
者
と
し

て
の
立
場
も
求
め
ら
れ
、
関
係
性
も
ず
い
ぶ
ん
と
変
わ
っ
て

き
ま
し
た
ね
。

─
開
業
後
の
や
り
が
い
や
、
今
後
の
目
標
は
？

開
業
当
初
に
診
察
し
た
、
生
後
２
か
月
の
お
子
さ
ん
が
1
歳

を
越
え
て
き
て
、
成
長
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
面
白
み

を
感
じ
て
い
ま
す
。患
者
さ
ん
が
色
々
な
こ
と
を
相
談
で
き
る
、

地
域
と
の
距
離
が
近
い
「
よ
ろ
ず
相
談
所
」
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
頼
り
に
し
て
く
れ
る
患
者
さ
ん
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
こ
の
方
針
を
進
め
、
地
域
に
根
ざ
し
て
い
き
た

い
で
す
。

─
開
業
を
考
え
て
い
る
先
生
に

　
　
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願
い
し
ま
す
。

医
院
の
理
念
や
自
分
の
医
療
に
対
す
る
ス
タ
ン
ス
を
言
葉

に
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
私
は
医
院
の
理
念
を
言

葉
に
し
た
も
の
を
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
載
せ
て

い
ま
す
が
、
医
院
の
運
営
や
ス
タ
ッ
フ
の
採
用
な
ど
、
こ
れ
が

基
礎
に
な
り
ま
す
。
意
外
と
言
葉
に
す
る
の
は
難
し
い
の
で
時

間
が
か
か
る
と
思
い
ま
す
が
、
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
の

で
頑
張
っ
て
下
さ
い
。

2017年6月5日号外（毎月3回5・15・25）　兵庫保険医新聞　（昭和43年6月12日第三種郵便物認可）　年間購読料12,000円 62017年6月5日号外（毎月3回5・15・25）　兵庫保険医新聞　（昭和43年6月12日第三種郵便物認可）　年間購読料12,000円7



2017年6月5日号外（毎月3回5・15・25）　兵庫保険医新聞　（昭和43年6月12日第三種郵便物認可）　年間購読料12,000円 8


